
令和8年６月27日（土）

午前10時～12時

摂津市地域公共交通協議会

別府地域のバスを一緒に考える会

<第3回>

資料１



第1回 バスを一緒に考える会

（令和7年10月）

⚫ 普段訪れる場所・施設等をワーク・アンケートで確認 （みなさんの移動実態の把握）。

⚫ ひもをつかって、利用したいと思うルートを各グループで作成。

実証運行①

第2回 バスを一緒に考える会

（令和８年2月）
⚫ 第1回で考えていただいたルートも踏まえ、「バスを利用するうえで重視するポイント」などを意見交換。

第3回 バスを一緒に考える会

（令和8年6月）
⚫ 第1回・第2回の意見などを踏まえた再編案（おおまかなルート案）について意見交換。

バスを一緒に考える会
（第4回～）

⚫ 第3回までの意見などを踏まえた再編案（具体的なルート案）について意見交換。

⚫ 今後の進め方（実証運行など）についての説明。

バスを一緒に考える会

（第●回）

⚫ 本格運行に向けた再編案（具体的なルート案、サービス水準）について意見交換。

⚫ 今後の進め方（実証運行など）についての説明。

実証運行②

本格運行
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【実施概要】 短期間・有償で実施。 乗車体験会や利用者アンケートもあわせて実施予定。

【確認事項】 実用性（このルートで良いか、バス停位置の適切性や乗り心地など）を確認。

【実施概要】 半年程度・有償で実施。 乗車体験会や利用者アンケートもあわせて実施予定。

【確認事項】 本格運行に向けて、改善点を整理し、対応していくために実施。

令和8年6月27日時点

実証運行の結果などを踏まえ、本格運行に移行
※本格運行後も、みなさんの意見を聞きながら見直しを実施

【次回以降の進め方イメージ】

実施前に、説明会などで実証運行内容の周知も実施予定

本日

※状況を踏まえ、市内循環バスの現運行エリア住民の参画機会の設定も検討

※本格運行後も、皆さんの意見を聞きながら適宜見直しを図ります

1.開会あいさつ ～これまでのバスを一緒に考える会～



1.開会あいさつ ～本日のプログラム～ 3

時間 次第 内容 資料/ページ

10:00～10:05

【5分】
1．開会あいさつ －

資料１

（本資料）
P.2～3

１０：05～10:2５

【20分】
２．前回のふりかえり

➢ 第2回の結果について説明

ー 実施概要

ー アンケート結果

ー これまでの情報提供

資料１

（本資料）
P.4～６

10:2５～10:4５

【20分】

３．意見交換

➢ これまでの意見のまとめ、ルートの基本の考
え方などを説明

資料１

（本資料）
P.７～１０

10:４５～1１:１５

【３0分】

➢ 日常的に利用する鉄道駅やスーパーなどの
利用実態(再確認)と再編案（おおまかな
ルート案）について意見交換

資料１

（本資料）
P.１１～１3

1１:1５～1１:3５

【20分】
４．アンケート ➢ アンケートへの記入 資料2 ー

11:3５～11:４０

【5分】
５．閉会あいさつ －

資料１

（本資料）
P.15



２．前回のふりかえり ～実施概要～

■実施概要

日時 令和8年2月15日（日曜日）10時～12時

場所 別府コミュニティセンター（３階ホール）

参加者数 41名

■プログラム内容
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■実施内容の詳細

２．前回のふりかえり

➢ 第1回に参加・不参加を問わず、第1回の実施内容

を理解してもらうために実施

３．みなさんが考えたルートについて共有・意

見交換

➢ 第1回で作成したルートを、実際の道路に落とし込

み整理したものを共有し、ルートを考えるうえでの

ポイントについて意見交換してもらうために実施

■情報提供・意見交換

➢ 他地域の事例を踏まえ、摂津市に当てはめた場合

の具体的なアイデアを考えてもらうために実施

➢ 第1回の実施概要やアンケート結果、第1回で実施

した情報提供について、市より説明

➢ 「1周あたりの距離・運行時間を短くし、ルート数も

拡大した事例」など、他3つの事例を学識経験者よ

り説明

➢ そのうえで、市内循環バスの見直しにあたり、具体

的にどのように適用することができそうかなどを

周囲の参加者と意見交換

時間 次第 内容

10:00～10:05 1．開会あいさつ

１０:05～10:20 ２．前回のふりかえり

・第1回の結果について説明

ー 実施概要
ー アンケート結果
ー 情報提供のふりかえり

10:20～10:55
３．みなさんが考えたルート

について共有・意見交換

・みなさんが考えたルートの共有

・ルートを考えるうえでのポイントにつ

いて意見交換

10:55～11:25 ４．情報提供・意見交換

・他地域のバス見直し事例や取組内容

に関する情報提供

・事例を踏まえた、市内循環バス見直

しのアイデアについて意見交換

11:25～11:45 ５．アンケート・質疑
・アンケートへの記入

・みなさまからのご質問・ご意見

11:45～11:50 6. 閉会あいさつ

➢ 下記ポイントについて意見交換を実施

①“家からバス停までの距離”と“運行エリア”

②“乗車時間“と“乗り換えの有無“

③“循環の方向”と“便数”



２．前回のふりかえり ～アンケート結果 （回収枚数：４１枚 【参加者数：４１名】）～ 5

■ルートを考える上でのポイント■参加者属性等

■市外病院などへの通院ニーズ

①“家からバス停までの距離”と“運行エリア（行くことができる範囲）”

②“乗車時間”と“乗り換えの有無”

③“循環の方向”と“便数”

■公共交通に対する認識の変化

※記入内容に不備があった回答は集計から除外

①変化の有無

②変化があった内容 ※複数回答あり

N＝４１

N＝３９

N＝４０

N＝３９年齢

性別

世帯状況

参加歴

N＝４１

N＝41

N＝４１

N＝４１

※複数回答あり （選択肢：鉄道、バス、タクシー、自家用車、その他、病院送迎バス）

①通院頻度

②通院時の移動手段 ※複数回答あり

設問の選択肢：鉄道、バス、タクシー、自家用車、病院送迎バス、その他

N＝１8（①で「行かない」以外を選択した人）

N＝26（①で「変化があった」を選択した人）

5.7%

6.9%

40.0%

10.7%

3.8%

6.9%

3.7%

54.3%

89.3%

96.2%

86.2%

96.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大阪府済生会吹田病院 （吹田市）

国立循環器病研究センター/

市立吹田病院（吹田市）

吹田徳洲会病院（吹田市）

摂津医誠会病院（摂津市）

摂津ひかり病院（摂津市）

週4回以上、ほぼ毎日 週1～3回程度 月1～2回程度、またはそれ以下 行かない

N=35

N=28

N=26

N=29

N=27

14

12

24

15

18

11

10

16

0 10 20 30

運転手不足やバス会社の経営状況など、“想像以上にバスの実情は厳しい”

運転手不足や経費の問題などもあり、バス事業者も“増便が難しい部分がある”

自身が高齢になったり、子どもや親世代のことも考えると、“バスを維持していく必要がある”

“まずはバスに乗ること”など、バスを維持するために自分自身も貢献できる部分がある

“地域が支える意識を持ち、自ら行動すること”で、公共交通を維持していくこともできる

ルートを考えるためには、“「道路幅員」や「通行規制」など専門的な制約がある”

“社会や地域としてトータルで最も良い状態”になるために、みんなが少しずつ不便を分け合うことも必要

バスなどの“公共交通の運行時間に合わせた生活”をしていくことも重要

63.4% 9.8% 7.3% 19.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

変化があった 変化はなかった わからない 無回答

34.1% 24.4% 12.2% 9.8% 14.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

循環の方向を重視 循環の方向をやや重視 どちらでも 便数をやや重視 便数を重視

9.8% 29.3% 22.0% 14.6% 22.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乗車時間を重視 乗車時間をやや重視 どちらでも 乗り換えの有無をやや重視 乗り換えの有無を重視

1 3

2

1

2

4 2 3

1

2

1

1 1

1

0 5 10 15 20

大阪府済生会吹田病院 （吹田市）

国立循環器病研究センター/

市立吹田病院（吹田市）

吹田徳洲会病院（吹田市）

摂津医誠会病院（摂津市）

摂津ひかり病院（摂津市）

鉄道 バス タクシー 自家用車 病院送迎バス その他 バス＋その他 無回答

26.8% 65.9% 7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回がはじめての参加 前回（第1回）に引き続き参加 無回答

24.4% 34.1% 7.3% 17.1% 17.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人暮らし世帯 夫婦のみ世帯 夫婦と親世帯 夫婦と子ども世帯 その他

19.5% 75.6% 4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

2.4%

4.9% 12.2% 39.0% 41.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上
（回答なし）（回答なし）（回答なし）

（回答なし）

14.6% 14.6% 9.8% 29.3% 26.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家からバス停までの距離を重視 家からバス停までの距離をやや重視 どちらでも 運行エリアをやや重視 運行エリアを重視
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バス事業者の運転手不足は
年々深刻化してきている

近年はバス事業者の約9割が
赤字

ルート見直し以外の利用者を
増やすための取組みも行わ
れている

運転手不足や利用者の減少
が、バスの減便・休廃止の要
因として大きい

２．前回のふりかえり ～これまでの情報提供～



7３．意見交換 ～前回までのみなさんの意見のまとめ、ルートの基本の考え方～

＜前回までのみなさんの意見のまとめ （1/2）＞

▼第2回でいただいた意見（2/15のホワイトボードのメモ）
往復のルートがないと、

帰りが不便だよね

＜ルートの基本の考え方＞

①運行形態は、“ピストン運行（A地点⇔B地点）”を想定

②運行は、“乗車時間がわかりやすいダイヤ”を想定

車両サイズは小さくしても
よいのではないか？

◇車両

小さい車両にして、
別府ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰまで来てほしい

バス停の間隔を短くして、
多く作る方がいいよね

◇ルート全体

＜市内循環バス（路線バス）の役割＞

➢ 路線バスとして、通勤・通学需要に対応する鉄道駅へのアク
セスを担う必要がある ※昭和40年代より市の補助金を投入

⇒車両を小型化すると、輸送力が不足し、定員超過で乗車で
きない利用者が生じる可能性あり

便利でないと
バスには乗らないよね

＜ルート検討にあたっての留意事項＞

➢ 市民のみなさんの「早く改善してほしい」という声を大切にし
ながら、実現可能なことから対応

➢ より多くの利用につながるよう、本格運行後もルートやバス
停位置などを細かく改善

◇その他

できるだけ早く見直しを
実現してほしいね

現状の運行を見直すだけでも
よくなるのでは？

一度に決め切るのではなく、できることから試しながら改善を重ねて、よりよい形をみなさんと一緒につくっていきます

A地点 B地点
A地点 B地点

行き・帰りで、同じルートを
通るため、帰りも便利

＜ルートの基本の考え方＞

③車両は、“現行車両”を想定
※本格運行後に通勤需要の調整や利用状況を踏まえ、小型化も検討予定
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▼別府コミュニティセンター付近の道路における現地確認 （市・バス事業者で実施）

別府ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
（本日の会場）

②

③

①別府２１号線からの右折が困難

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰや電信柱に接触する危険性あり

②前方道路への出入りが困難

標識に接触する危険性あり

③施設前での転回が困難

バスを転回させる

道路幅員が確保できない

摂津市道別府21号線までは現
行車両でも進入可能

（転回スペースの検討は必要）

①

①

①

③施設敷地内での転回が困難 ③施設敷地内での転回が困難

バスを転回させる

幅員が確保できない

庇（ひさし）に接触

する危険性あり

全植栽を撤去すれば転回スペース自体はできる

敷地内の舗装の補強、

段差の解消などが必要

３．意見交換 ～前回までのみなさんの意見のまとめ、ルートの基本の考え方～

至：コノミヤ
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▼味生公民館付近の道路における現地確認 （市・バス事業者で実施）

（仮称）味生ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

③施設付近での転回が困難

仮に駐車場で転回させる場合でも、

出入口幅員が狭い＋駐車枠を複数使う必要あり

（仮称）味生ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

味生公民館

②

③

① 右折可能

②左折が困難

①進入先道路の停止線を後退させる必要あり

停止線を後退させる必要あり

左折可能

左折可能

ｶｰﾌﾞﾐﾗｰやブロック塀と

接触する危険性あり

３．意見交換 ～前回までのみなさんの意見のまとめ、ルートの基本の考え方～

出典：（仮称）味生ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ新築工事説明会資料より抜粋
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＜前回までのみなさんの意見のまとめ （2/2）＞

スーパー等（買い物）

5.3%

26.4%

6.1%

8.5%

4.1%

48.0%

43.7%

18.2%

38.0%

15.5%

30.1%

10.6%

38.7%

13.8%

59.1%

36.6%

56.3%

34.2%

40.9%

8.0%

16.1%

16.7%

16.9%

28.2%

31.5%

48.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ダイエー摂津店

コノミヤ摂津店

トライアル摂津南店

業務スーパーTAKE

NOKO東別府店

コーナン摂津鳥飼西店、

ラ・ムー摂津店

ライフ正雀店

オークワ南摂津駅前店

週4回以上、ほぼ毎日 週1～3回程度 月1～2回程度、またはそれ以下 行かない

N=75

N=87

N=66

N=71

N=71

N=73

N=66

1.4%

9.9%

1.7%

1.7%

42.3%

42.3%

24.6%

18.6%

5.2%

46.5%

57.7%

75.4%

79.7%

93.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

別府診療所

神嵜クリニック

香梅会マツイ医院

すなみ歯科

河野医院

週4回以上、ほぼ毎日 週1～3回程度 月1～2回程度、またはそれ以下 行かない

N=71

N=71

N=65

N=59

N=58

1.5%

1.5%

17.8%

10.4%

7.7%

43.8%

43.3%

18.5%

38.4%

44.8%

72.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

別府コミュニティセンター

摂津市民図書館、

安威川公民館

味生公民館

週4回以上、ほぼ毎日 週1～3回程度 月1～2回程度、またはそれ以下 行かない

N=73

N=67

N=65

2.6% 13.2%

7.5%

53.9%

47.8%

30.3%

44.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正雀駅

南摂津駅

週4回以上、ほぼ毎日 週1～3回程度 月1～2回程度、またはそれ以下 行かない

N=76

N=67

7.4% 25.9% 50.0% 16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

南摂津駅

週4回以上、ほぼ毎日 週1～3回程度 月1～2回程度、またはそれ以下 行かない

N=54

▼第1回で実施したアンケート結果（普段よく訪れる施設）

公共施設

病院・診療所等

鉄道駅

▼第1回でみなさんが作成したルートの目的施設

南摂津駅

別府ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

コノミヤ

ﾀﾞｲｴｰ・業務ｽｰﾊﾟｰ

別府診療所

摂津市役所

正雀駅

（仮称）味生ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
味生公民館

岸辺駅

コーナン

ライフ

施設分類 目的施設 割合

スーパー等
(買い物)

ダイエー摂津店 87.5%

コノミヤ摂津店 87.5%

トライアル摂津南店 50.0%

ライフ正雀店 75.0%

コーナン摂津鳥飼店 62.5%

オークワ南摂津駅前店 25.0%

業務スーパー鳥飼店 12.5%

鉄道駅

正雀駅 37.5%

岸辺駅 62.5%

南摂津駅 62.5%

千里丘駅 50.0%

施設分類 目的施設 割合

病院・診療
所

別府診療所 87.5%

香梅会マツイ医院 12.5%

すなみ歯科 12.5%

中嶋清川とりかいクリニック 0.0%

摂津ひかり病院 12.5%

公共施設

別府コミュニティセンター 87.5%

摂津市民図書館 50.0%

味生公民館 12.5%

摂津市役所 100.0%

江口橋 12.5%

摂津市立温水プール 12.5%

摂津市民文化ホール 62.5%

ふれあいの里 25.0%

ダイエー、コノミヤ、業務スーパー、
ライフの利用頻度が高い

別府診療所、別府ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ、
摂津市役所のアクセスが多い

岸辺駅・南摂津駅の
アクセスが多い

➢ 目的地として、ダイエー、コノミヤ、業務スーパー、ライフ、岸辺駅、南摂津駅、
別府診療所、別府コミュニティセンター、摂津市役所の需要が多い

３．意見交換 ～前回までのみなさんの意見のまとめ、ルートの基本の考え方～



11３．意見交換 ～本日、意見交換したい内容～

＜これまでの意見交換の状況＞

➢ アンケートなどでみなさんがよく訪れる鉄道駅、スーパーなどを把握 

（しかし、どの地域の方が訪問しているか、どの移動手段で移動しているかは把握できていない）

◎利用実態(再確認)と再編案（おおまかなルート案）

<意見交換したい内容>

➢ どの地域からどの鉄道駅、スーパーなどに行っているか

➢ そのときの移動手段（車・自転車・徒歩など）

➢ バスが将来運行した際に、現在の移動手段から切り替えて利用したいと思うか

➢ どの目的地・居住エリアを優先して接続するか （例：千里丘駅、南摂津駅、市役所、ｺｰﾅﾝ）

➢ グループワークやアンケートなどを実施しながら、より多くの利用につながるようなルートがどのよう

なものかについてみなさんと意見交換

（ルートが長くなると便数の確保が難しくなることなどを考慮すると、全ての場所を網羅することは難しい）
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参考：現行の市内循環バスについて

現行の市内循環バスの情報

３．意見交換 ～利用実態(再確認)と再編案（おおまかなルート案）～

※市内循環バスは路線バスとして、通勤・通学需要に対する鉄道駅へのアクセスを担っている
※昭和40年代より市の補助金を投入



別府エリア

南別府町エリア

浜町・北別府町エリア
東別府エリア

一津屋エリア

南摂津駅

別府ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

コノミヤ

ﾀﾞｲｴｰ・業務ｽｰﾊﾟｰ

別府診療所

摂津市役所正雀駅

（仮称）味生ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
味生公民館

岸辺駅

コーナン

ｵｰｸﾜ（ﾙｯﾂ南摂津）
トライアル
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居住エリア

【凡例】

市内循環バス（現行）

バス路線（阪急バス）

バス路線（近鉄バス）

運行時間（片道）：約80分

小型化した場合のイメージ
（スーパー等の接続を重視）

＜現行ルートとの違い＞
・行き・帰りで、同じルートを通る
・南摂津駅、岸辺駅、別府ｺﾐｾﾝ、
（仮称）味生ｺﾐｾﾝの接続あり

・通勤需要に対応できない
・運行時間が長くなる

【本資料における整理条件】

➢ 現行車両１台で整理

（車両の増車や小型化は、本格運行後の運行状況を見ながら検討）

➢ 運行時間は、交通状況や信号、停留所での待ち時間を含まない

運行時間（片道）：約●分

３．意見交換 ～利用実態(再確認)と再編案（おおまかなルート案）～

千里丘駅

別府エリア

南別府町エリア

浜町・北別府町エリア
東別府エリア

一津屋エリア

南摂津駅

別府ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

コノミヤ

ﾀﾞｲｴｰ・業務ｽｰﾊﾟｰ

別府診療所

摂津市役所
正雀駅

（仮称）味生ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
味生公民館

岸辺駅

コーナン

千里丘駅

朝・夕の通勤時のイメージ
（駅への接続を優先）

＜現行ルートとの違い＞
・行き・帰りで、同じルートを通る
・JR線路沿い、市役所の接続なし

千里丘駅に接続

南摂津駅に接続

別府エリア

南別府町エリア

浜町・北別府町エリア
東別府エリア

一津屋エリア

南摂津駅

別府ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

コノミヤ

ﾀﾞｲｴｰ・業務ｽｰﾊﾟｰ

別府診療所

摂津市役所
正雀駅

（仮称）味生ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
味生公民館

岸辺駅

コーナン
トライアル

日中のイメージ
（スーパー等の接続を重視）

＜現行ルートとの違い＞
・行き・帰りで、同じルートを通る
・南摂津駅の接続あり
・JR線路沿いの接続なし

B：スーパー等の接続を優先するｲﾒｰｼﾞ

参考：これまでの意見を踏まえて整理した再編案（おおまかなルート案）

C：住宅地内も運行するｲﾒｰｼﾞ

A：通勤需要をカバーするｲﾒｰｼﾞ
千里丘駅

運行時間（片道）：約30分 運行時間（片道）：約３０分

ｵｰｸﾜ（ﾙｯﾂ南摂津）ｵｰｸﾜ（ﾙｯﾂ南摂津）トライアル

摂津市駅
・ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ

市民文化ﾎｰﾙ

摂津警察署

摂津市駅
・ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ

市民文化ﾎｰﾙ

摂津警察署

摂津市駅
・ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ

市民文化ﾎｰﾙ

摂津警察署



14４．アンケート

資料2

アンケート（表面）

資料2

アンケート（裏面）

“裏面”の回答もお願いします

【 アンケート (2０分間) 】

➢ バインダーに挟んでいる「資料２のアンケート用紙」への、ご回答をお願いします。

➢ 設問内容がわからないなどがございましたら、事務局にお声がけください。



５．閉会あいさつ ～今後のスケジュール（案）～

第1回 バスを一緒に考える会

（令和7年10月）

⚫ 普段訪れる場所・施設等をワーク・アンケートで確認 （みなさんの移動実態の把握）。

⚫ ひもをつかって、利用したいと思うルートを各グループで作成。

実証運行①

第2回 バスを一緒に考える会

（令和８年2月）
⚫ 第1回で考えていただいたルートも踏まえ、「バスを利用するうえで重視するポイント」などを意見交換。

第3回 バスを一緒に考える会

（令和8年6月）
⚫ 第1回・第2回の意見などを踏まえた再編案（おおまかなルート案）について意見交換。

バスを一緒に考える会
（第4回～）

⚫ 第3回までの意見などを踏まえた再編案（具体的なルート案）について意見交換。

⚫ 今後の進め方（実証運行など）についての説明。

バスを一緒に考える会

（第●回）

⚫ 本格運行に向けた再編案（具体的なルート案、サービス水準）について意見交換。

⚫ 今後の進め方（実証運行など）についての説明。

実証運行②

本格運行
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【実施概要】 半年程度・有償で実施。 乗車体験会や利用者アンケートもあわせて実施予定。

【確認事項】 本格運行に向けて、改善点を整理し、対応していくために実施。

令和8年6月27日時点

実証運行の結果などを踏まえ、本格運行に移行
※本格運行後も、みなさんの意見を聞きながら見直しを実施

【次回以降の進め方イメージ】

本日

※状況を踏まえ、市内循環バスの現運行エリア住民の参画機会の設定も検討

※本格運行後も、皆さんの意見を聞きながら適宜見直しを図ります

【実施概要】 短期間・有償で実施。 乗車体験会や利用者アンケートもあわせて実施予定。

【確認事項】 実用性（このルートで良いか、バス停位置の適切性や乗り心地など）を確認。

実施前に、説明会などで実証運行内容の周知も実施予定
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